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技術相談 

提供可能技術： 

・電子材料、素子評価

研究内容： 耐放射線性半導体デバイスの開発／透明電極材料の開発 

 放射線耐性が高く、高性能な半導体デバイスの実現は、宇宙における放射線などの環境下でも破壊されず、正常に

動作することが求められる各種機器の開発に必要不可欠とされています。私たちは、最先端の技術を導入し、様々な材

料及び素子構造を利用した各種半導体デバイスの放射線耐性について検証を続けています。 

また、パソコンの液晶ディスプレイや太陽電池などに使われる表面の電極は、光を素子の内外へ通すガラスのような役

割と電気を流す金属の役割を持つ必要があり、透明電極と呼ばれる材料が使われています。現在は、酸化インジウム

(ITO)が使われていますが、原料のインジウムは 10年程度で無くなると予想されている希少元素です。透明電極の需要

は今後も増大しますが、ITOの替わりになる材料は見つかっていません。私たちは ITOに替わる透明電極材料として酸

化ガリウムに注目して研究を行っています。酸化ガリウムは資源が豊富で、無毒なガリウムと酸素から構成されている、

環境にやさしい材料です。 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

半導体パラメータアナライザ・4156C (Agilent) 

熱電特性評価装置・ZEM-5 (アルバック) 

高感度ＤＬＴＳシステム・ＤＬS-1000（日本セミラボ） 

分光光度計・Ｖ６５０（日本分光） 

半導体材料・素子の耐放射線性向上




